第33回日本バイオレオロジー学会年会プログラム
第1日目（6月3日）
8:25　開会の挨拶　氏家　弘会長
8:30-9:30 Vascular science I 

座長：丸山徹、一杉正仁
発表1. Ａｔｅｒｉａｌ wall mechanics using a constituent-based approach

N. Stergiopulos, Laussane, Switzerland

発表2. Hydrogen Peroxide Potentiates the EDHF Phenomenon by Promoting Endothelial Calcium Mobilization.
Edwards DH, Cardiff, Wales

発表3. Deterministic nature of vasomotion in diabetes as the basis for a novel diagnostic tool
D. Parthimos, Cardiff, Wales
発表4. 総頸動脈動脈硬化病変部の力学解析
九工大生命体工学、山田宏　
9:30-11:00 脳動脈瘤の研究最前線I 

座長：大島まり、高倉公朋
発表1. 頭蓋外内頸動脈瘤の瘤内流れのCFDと血管撮影像の比較検討
松山赤十字病院 脳神経外科、武智昭彦
発表2. 脳動脈瘤ブレブ部分の数値解析とその血管撮影による検証
理化学研究所、深作和明
発表3. 臨床利用を目指した医療画像を用いた血流シミュレーション
理化学研究所、野田茂穂
発表4. 脳動脈瘤の血流動態とその後の増大・破裂
東京大学 脳神経外科、庄島正明
発表5. 動脈瘤におけるステントによる圧力損失および流れの構造
東京農工大学、新井紀夫
発表6. 脳動脈瘤のMR血流解析と計算流体力学解析の比較
名古屋大学医学部保健学科, 浜松医科大学医学部放射線科、礒田治夫
発表7. コイル塞栓塊の物理特性に関する理論と実験による検証
松山赤十字病院脳神経外科、武智昭彦
11：00-11：15Coffee break

11:15-12:15 計測技術の開発とバイオレオロジーへの応用
座長：土橋敏明、山本隆夫
発表1. マイクロチャンネルアレイのレオロジー
群大院工、槇靖幸
発表2．画像処理による血流動態の解析～血流解析と凝集物解析による新規定量化項目の検
コニカミノルタオプト(株)、村山 貴紀
発表3. 水晶振動子マイクロバランスを用いたフィブリノゲン及びフィブリンの集合過程の測定
群大院工、外山吉治
発表4. 反射干渉分光法を利用した分子間相互作用測定装置
コニカミノルタオプト㈱、栗原義一
発表5. 誘電分光法による血液凝固初期過程の観測と凝固開始時間の推定法
ソニー（株）先端マテリアル研究所ライフサイエンス研究部、林義人
12:15-12:45 日本バイオレオロジー学会総会
12:45-13:30 昼休み (12:45-13:30JBR編集会議, 鈴木梅太郎記念ホール3階大セミナー室）
13:30-14:50学術奨励賞公募発表 

座長：谷下一夫
発表1. (10分) 化粧品の使用感に個人差を発生させる生体因子
(株)ノエビア 研究開発部、小池徹
発表2. (10分) マイクロ流体デバイスによる微小細胞環境の制御と多細胞組織化の検討
慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科、須藤亮
発表3. (10分) エレクトロスピニングファイバーを用いた血液適合性材料への応用
理化学研究所, 東京理科大学大学院、田中俊行
発表4. (10分) せん断応力下における血管内皮細胞の細胞膜タンパク質運動の測定
芝浦工業大学大学院工学研究科、川崎那緒人
発表5. (10分) コラーゲンへの血小板粘着挙動の流れ依存性と高せん断経験後の血小板粘着特性変化
芝浦工業大学システム理工学部生命科学科、渡邉宣夫
発表6. (10分) 流動複屈折法によるアミロイド小線維形成の追跡
北海道大学大学院、河合優一
発表7. (10分) 生医療用組織の培養過程における第二高調波発生光の変化
大阪大学大学院基礎工学研究科、前原鈴子
14:50-15:00 coffee break

15:00-16:30 脳動脈瘤の研究最前線II

座長：深作和明、庄島正明
発表1. 脳動脈瘤内の血流パターンと血小板凝集の関連性に関する数値解析的研究
       （バイオレオロジー学会論文賞受賞講演：20分)

東京都市大学、島野健仁郎
発表2. ステレオＰＩＶとの比較による脳動脈瘤血流解析の精度と格子依存性の検証
東京大学 工学部、大島まり
発表3. 拍動流中で膨張・収縮する脳動脈瘤内の流れ構造
芝浦工大、岡田幸一郎
発表4. 血管バイオモデルを用いたPIVによる瘤内コイル周りの血流解析
東北大学 流体科学研究所、太田信
発表5. 血管系血管壁の弾力特性とミニ動脈瘤
聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部、多羅尾範郎
発表6. Geometry and Hemodynamics to Assess the Risk of Intracranial Aneurysm Rupture
Minsuok Kim

16:30-16:45 Coffe Break

16:45-18:15 脳動脈瘤の研究最前線III

座長：兵頭明夫、山口隆平 

発表1. NF-kBは脳動脈瘤形成の主要な仲介因子である
   （バイオレオロジー学会論文賞受賞講演：20分)

京都大学大学院医学研究科脳神経外科学 同神経細胞薬理学、青木友浩
発表2. 新規マウス脳動脈瘤モデルを用いた、脳動脈瘤におけるマクロファージの役割
多田恵曜、San Francisco,USA
発表3. ラビット誘発脳動脈瘤内の壁面せん断応力分布とMMPsとiNOS発現布
慶應義塾大学大学院理工学研究科、田之上哲也
発表4. Intracranial aneurysm: impaired vascular response to hemodynamic insult
Hui Meng, New York, USA
発表5. ラット脳動脈瘤モデルにおけるミネラルコルチコイド受容体の役割について
徳島大学脳神経外科、多田恵曜
発表6. Paradigm shift of the management of brain aneurysm - From simple repair to comprehensive management-

Akira Takahashi、東北大学
18:30-20:30 懇親会
第2日目（6月4日）
8:30-9:30 Vascular science II　
座長：山本希美子、関眞佐子
発表1. 血小板の粘着力とフォンビルブランド因子の力学的特性のせん断依存性
慶大院、越田渓
発表2. 細静脈網を介する下肢への酸素供給
北大、小山富康
発表3. 誘電泳動による細胞パターニング技術の開発と組織工学への応用
慶大院理工、小林哲也
発表4. 血管内皮細胞の3次元ネットワーク形成に及ぼす定常及び拍動せん断応力の影響
慶應義塾大学大学院理工学研究科、阿部順紀
9:30-10:30 Vascular science III

座長：望月精一、内村功
発表1. 急絞り部をもつ流路内を流される粒子の運動に対する赤血球の影響
関西大学システム理工学部、秋永剛
発表2. 脳血管治療用のclosed-cellステントのメッシュ構造による力学的特性の変化
慶應義塾大学大学院理工学研究科、正林康宏
発表3. 活動時の中大脳動脈血流波形
神奈川工科大学・創造工学部、松尾崇
発表4. 局所流域の交感神経支配と脊髄損傷による循環調節への影響
北海道文教大学・人間科学部・理学療法学科、飯田紀子
発表5. 誘電分光法による血液凝固測定と糖尿病への応用
東京医科歯科大学内分泌代謝内科 内村功
10:30-10:45 Coffee Break

10:45-11:30食品のレオロジー
座長： 大森玲子、佐藤恵美子 
発表1. 動脈硬化性疾患と抗酸化食品
      (key note lecture 20min)

       宇都宮大学教育学部、大森玲子
発表2. 魚肉と鶏肉の混合熱ゲルの物性
長崎大院 生産科学、吉元 梓
発表3. 各種澱粉ゲルとゴマ豆腐の力学特性と食感について
新潟県立大学、佐藤恵美子
11:30-12:00 ポスターセッション（9演題）
ポスター1. 脂質二重膜の揺らぎ
(群大工院 下田和則)

ポスター2. アルギン酸カルシウムゲルの光学異方性
(群馬大学大学院工学研究科 細谷 奈津季)
ポスター3. DNA水溶液の乾燥過程のダイナミクス
(群馬大院工 猪狩徹平)
ポスター4. 二成分溶液中の配向した高分子鎖の熱揺らぎ
(群馬大工 百田裕祐)
ポスター5. 光学異方性を持つキトサンハイドロゲル生成のダイナミクス
(富田 奈緒子)
ポスター6. 上下振動する板上のムチン塊の運動
(聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 多羅尾範郎)
ポスター7. RICSによる血小板細胞シミュレータの開発
(東海大学 七澤洋平)
ポスター8. 多糖類溶液の温度勾配下における分子拡散
(東海大学理学部物理学科 喜多理王)

ポスター９. 玄米飯の物性と官能評価に及ぼす加水量ならびに精白米混合比の影響
（愛国学園短大、平尾和子）
12:00-13:00(60分) 昼休み
（12:15-13:00 BRforum運営委員会、鈴木梅太郎小会議室、12:15-13:00 B＆R編集会議、鈴木梅太郎記念ホール3階大セミナー室）
13:00-13:40 岡小天賞受賞講演
座長：梶谷文彦
『頚動脈エコーから得られる心血管機能情報‐ Wave Intensity –』
姫路独協大学臨床工学科、菅原基晃
13:40-14:４0 高分子レオロジー
座長：喜多理王、貝原真
発表1. 変性アルブミンの凝集体形成は血中ペプチドとのアロステリック結合によって制御される
シスメックス株式会社 中央研究所、高橋 英樹
発表2. 高分子鎖のマイクロレオロジーと液晶ゲル形成
群馬大工、山本 隆夫
発表3. 立体規則性の違いによるポリ（N‐イソプロピルアクリルアミド）水溶液のゲル化とコイル‐グロビュール転移の解析
東海大院理、中野 慎也
発表4. コラーゲンの異方性ゲル化
北海道大学先端生命科学研究院、古澤和也
発表5. グロビュラー固体の創製と構造解析
北海道大学大学院生命科学院　生命融合科学コース、富森 由佳
14:40-14:50 Coffee Break

14:50-1６:30 微小循環 
座長：鈴木洋司、工藤奨
発表1.生体分子イメージングで明らかになる慢性炎症を背景とする生活習慣病病態　-メタボリックシンドロームから血栓形成過程まで‐
（バイオレオロジー学会論文賞受賞講演：20分)

東京大学循環器内科、西村智
発表2. 血漿層が粘着白血球を含む微小血管内流れに及ぼす影響
関西大学大学院 関西大学システム理工学部、大谷 英之
発表3. 壁近傍での粘着過程における人工血小板のドリフトおよび変動
慶應義塾大学理工学部、飛松弘晃
発表4. ガス透過性を有する細管内(25µm)を流動する人工赤血球（Hb小胞体）の配位子反応
早稲田大学大学院先進理工学、奥田 直人
発表5. 流れている血液の光学特性
帝京短大、酒本勝之
発表6. 高粘性媒体に分散させた赤血球の細管内(25µm)における特殊な流動様式
Waseda Bioscience Research Institute in Singapore 早稲田大学理工学研究所、酒井宏水
発表7. 血液保存における赤血球レオロジー機能障害と紅蔘由来 サポニンの効果
愛媛大・医・生理学、鈴木 洋司
16:30-17:20 骨のバイオレオロジー 
座長：佐々木直樹、古川克子
発表1. 骨分化に対する力学刺激の影響を調べるための基質のスクリーニング
北海道大学生命科学院生命融合科学コース組織構築科学、佐藤紘士朗
発表2. 骨芽細胞によるマトリックス石灰化に対する力学刺激の影響
北大、花崎 洋平
発表3. 骨分化に対する足場の構造の影響
北海道大学大学院、佐藤 翔一
発表4.骨の粘弾性に及ぼすコラーゲン分解の影響
北海道大学大学院生命科学院、白川 英輝
終了のあいさつ
